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「和 食 」が ユ ネ スコ 無 形 文 化 遺 産 に登 録 さ れて 10年 。

世 界 中 で ます ます 注 目 の 高 まる 和 食 を ､バ ラエティ豊 か な 標 本 や資 料 とともに、

科 学 や歴 史 など の多 角 的 な視 点 から 紹 介します。
日 本 列 島 の 自 然 が 育 ん だ 多 様 な 食 材 や

、

人 々の 知 恵 や 工 夫 が 生 み 出 し た 技 術 、

歴 史 的 変 遷 、そ し て 未 来 ま で 、

身 近 な よ う で 意 外 と 知 ら な い 和 食 の 魅 力 に 迫 り ま す 。

※本 展 は 2020年 に開 催 予 定 で した が ､新 型 コロ ナ ウイル スの 影 響 で 中止 となり ､改 め て 開 催 するも ので す。

雑 煮

レプ リ カ

制 作 協 力 ７奥 村 彪 生 監 修

御 食 国 若 狭 お ば ま 食 文 化 館

lL;l

一応
｢和 食 ｣と は ？

和 食 と 聞 いて思 い 浮 かぶ 料 理 は 人 そ れぞ れ ｡本 章 で は 和 食 の広 がり を

体 感 で きる 映 像 や､世 界 と日 本 の 食 を 比 較 し な がら 、和 食 と は何 かを 考 え ま す。

1章
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日本 最 長 の

海 藻・ナ ガコンブ

長さ16メ ートルを

展 示 !

列 島 が 育 む 食 材

食 の 基 本 と なる 水 ､そ して キ ノコ 、山 菜 、野 菜 、

海 藻 、魚 介 類 。世 界 で も 有 数 の 生 物 多 様 性 を

持 つ 日 本 列 島 が も たらす 豊 か な 食 材 と 、食 へ の

飽 く な き 挑 戦 に よっ て 生 み 出 さ れ た 発 酵 の 技

術 や 出 汁 につ い て ､科 学 的 な 視 点 で 解 説 しま す。

『 －●

2章／

fW

美 しい 海 藻 の

押 し 葉 標 本 に も 注 目

よ.こ 】ノ
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実 はほとんどの
野菜 が外国 原 産

ク ロ マ グ ロ

実物 大 模 型

国 立 科学 博物 館 蔵 ナ ガ コ ン ブ

標 本

国 立 科 学 博物 餓 蔵

毋 亘〕

発 酵 と

腐 敗 は同 じ !？

お ど ろ きの 渡 来 史 や、

品 種 改 良 による多 様 性 を 紹 介

和 食 を 支 え る

ス ーパ ー技 術

「発 酵 」の 仕 組 み を

解 説
″
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レプ リカ

国 立 科学 博物 館 蔵
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イ ン タ ラ ク テ ィ ブ な

映 像 展 示
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解 説 が 飛 び 出 る！
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日 本 で

食 べら れて いる

魚 の 種 類 は

世 界 屈 指 !
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小 さい イワ シ から

大 きい マ ン ボ ウ まで

実 物 標 本 を 展 示
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江 戸 の

グル メガ イド和 食 の 成 り 立 ち

縄 文 時代 から 現 代 まで .人 々の 知 恵 やお もて なし の 心 ､海 外 と の 交 流 を 通 じ て

発 展 して きた和 食 の歴 史を 紐 解 きます。

大 関 ､関 脇 ､小 結 ‥・

相 撲 の 番 付 の ように

料 理 屋 も格 付 け

拏
織 田 信 長 が

徳 川 家 康 を も て な し た

本 膳 料 理 の 再 現 模 型

奥 村 彪 生 監 條

御 食 国 若 狹お ば ま 食 文 化 館 蔵

卑 弥 呼 や

徳 川 家 康 は

何を食 べていた?

。
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歴 史 上 の

偉 人 たちの 食 卓 を

再 現 模 型 で 紹 介

料 理 屋 番 付

江 戸 時 代 後 期

東 京 家 政 学院 大 学

附 属 図 書 館

大 江 文 庫 蔵江 戸 時 代 の 屋 台 の 再 現

マ ンガ に 見 る

昭 和 の 食

漫 画「サ ザ エ さ ん」を

切 り口 に 、

昭 和 の 台 所 や

戦 後 の 食 卓 を 紹 介当 時 の 大 き さを 再 現 し た

握 り 寿 司 (模 型 )が 屋 台 に！

ぞ 詐言 1
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官 ≒
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漫 画 「サ ザ エ さ ん 」

（1956（昭 和 31）年 6月 13日 ､朝 日 新 聞 掲 載 ）

○長 谷 川 町 子 美 術 館
k--¶---¶

和 食 の真 善 美 和 食 の こ れ か ら

7鼠 潔 心 ヅ 謡 :

わる 技 術 は 日 々進 化 す る 一 方 、

6章4章 和 食とともに発 展 してきた道 具 と 料 理 人 の繊 細 な技 術 ､そ して

四 季 折 々の 風 景 と美 し い 料 理 の映 像 インスタレ ーシ ョンを 組 み

合 わせ て、「和 食 の真 善 美 」を 紹 介します。

郷 土 料 理 や伝 統 野 菜 の重 要 性 も見 直 されています。

和 食 は 海 外 へもますます広 がって いくでしょう。社

会 の変 化 を受 け て 変 わり 続 ける 、和 食 のこ れから

を展 望します。
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お どろ きの

養 殖 技 術iｽﾞ
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わたしの和 食

5章 時 代 ととも に 和 食 の 定 義 も 変 化 して い ま す｡ラ ーメ ン ､カ レ ー、オ ム

ラ イスなど は 和 食 でしょうか ?「こ れって 和 食 ?」の ア ン ケ ート 結 果

か ら ．改 め て 和 食 と は 何 か を 考 え ま す。

こ れっ て

和 食 ?

み ん な の 意 見 を

リ ア ル タイムで 集 計 i。,dニ ホ ン ウ ナ ギ の人 工 孵 化 レ プ ト セ フ ァル ス 幼 生

ﾀ ﾍ゙匸゚ 匸 匸 ／ ※画 像 の 一 部 は 2020年 の 畤 の展 示 風景 で す｡今 回 の展 示 とは 異 なる場 合 があり ます，
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ｅ応 援 キャラクター・リラックマ の　　　　　 音声 ガイドナビ ゲ ータ ー･t

ぬいぐる みがいっぱ い！　　ｅ白 石 麻 衣 さん!

乃 木 坂 46の 卒 業 後 ､女 優 .フ ァ ッ シ ョ ン

モ デ ル と し て 活 躍 し 、和 食 好 き で 料 理

に も 慣 れ 親 し む 白 石 麻 衣 さ ん が ､音 声 ガ

イ ド ナ ビ ゲ ータ ーに 初 挑 戦 ！お い し い

｢和 食 ｣の 世 界 を 楽 し く 案 内 し ま す 。

音 声 ｶﾞ ｲﾄﾞ 料 金 (税込)

会 場 レン タル 版 貸 出 料 金 (お一人様1台)

一 般 ･大 学 生 ６００円

･jヽ･中･高 校生 ５５０円

ア プ リ 配 信 版 ｢聴 く美 術 ｣(iOSyAOdi･id)

本 展 限 定 ぬ い ぐ る み

､-．卜　　　
ｆ　　　　ぞ

ご講入点数に制隕があります｡詳 綢は決定４/″　　　　

.　　　次 第､本 震公式サイ1でお知らせしまｔ

亙 で
本 展 オリ ジナ ル

イラスト

冫 ?旨 Q’忽 ご

1９９２年 ８月 20日 生 ま れ 。主 な 出 演 作 にド ラ

マ ｢風 間 公 親 一教 場 Ｏ-｣.映 画 ｢ス マ ホ を 落

と し た だ け な の に 囚 わ れ の 殺 人 鬼 ｣な ど ､ま

た 映 画 『名 探 偵 コ ナ ン ハ ロ ウ ィン の 花 嫁 』で

は ゲ スト声 優 と して 出 演 。ＮｅtfUｘ映 画 ｢ゾ

ン１００～ゾ ン ビ に な る ま で に し た い１００の

こ と ～｣(配 信 中 )で は ヒ ロ イ ン を 務 め る 。

○2023 San-χ Ｃｏ.,Ltd.AII Rightｓ Ｒｅｓｅrｖed.

誕 生 20周 年 を 迎 える大 人 気 キ ャラ クタ ー・リ ラ ッ クマ ｡ご は ん とお やつ

が大 好 きなリラックマ たちが､和 食 を イメージ し た装 いで 本 展 を 盛 り上 げ

ま す｡本 展 オリジ ナル イラ ストの 商 品 や ､お 弁 当 な ど 食 べ 物 に ち な ん だ

ぬいぐる みの ほか多 数 展 開 します。

販 売 価 格 ６５０円

を 配 信 期 間 中 は 展 示 窒 外で も 視 聴 可 能 。

※配 信 期 間 は 展 覧 会 会 期 中 を 予 定 。

０チ ケ ッ ト

１０月 ４日 (水 )か ら

販 売 開 始

入 場 料 (税込)

‾般 ゛大学生

前 売 券

小 '中'高 校生

ａ　和 食 をモ チ ーフ にしたＯ

グッズ がもり だくさん

和 菓 子 のとら や が

限 定 販 売
－
●

室 町 時 代 後 期 に 京 都 で 創 業 し た ｢と ら や ｣。本 展

で は 、と ら や の 元 禄 ８年 (1695)の 菓 子 見 本 帳 ｢御

菓 子 之 畫 圖 ｣(虎 屋 文 庫 蔵 )を 展 示 し ま す 。こ の 見

本 帳 の 絵 図 を あ し ら っ た 、本 展 オ リ ジ ナ ル 掛 紙 の

小 形 羊 羹 や 干 菓 子 を ご 用 意 。絵 図 を も と に 再 現 し

た 特 製 羊 羹 『友 千 鳥 』も 数 量 限 定 で 販 売 予 定 。

※見本犧の展示はレプリカで､10月 28日 ~11月26日の期間限定。

=器 心マ グ ネ ット

各 ６６０円 （税込）
り

1

ダ ’￥ジ勿

フ ード イ ラ ストレ ータ ー・Ｗ･

植 田 ま ほ 子 さ ん の

和 食 イラ スト を あ し ら っ た マ グ ネ ッ ト。

５００円１,８００円

当 日 券

２,０００円 ６００円

紺
丿
灣
匸

●前 売 券 は 2023年 10月 ４日 (水 )か ら 10月 27日 (金 )ま で 販

売 。●未 就 学児 は 無 料 。障 害 者 手 帳 をお 持 ち の 方 とその 介

護 者 1名 様 は 無 料 。●本 展 を 観 覧 さ れ た方 は 、同 日 に 限 り

常 設 展 示 (地 球 館 ･日 本 館 )も ご 覧 い ただ けま すが ､常 設 展

示 の 開 館 時 間 内 に 限 りま す。●会 場 内 の混 雑 等 に より 、ご

入 鳩 を 制 限 させ てい ただく場 合 がご ざい ます。●こ のほ かに

も平 日限 定 券 やお 得 な セ ット 券 がご ざい ま す ｡詳 細 は 本 展

公 式 サ イトをご 確 認 ください。
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詼 皿 `4

二 l

日 本 各 地 の 大 根 が

ピ ク セ ル 化 さ れ て 、

ピ ン バ ッ ジ に ！

本 展
オリジナル 掛 紙
小 形 羊 羹３本 入

９７２円

（税込）

Ｓ－

聖 護 院 大 根
Ｅ，）万:i亀

皿 _丶
`゛。jﾌﾞ

IS!?

ご 甸 。．ｊ

と　　 ｰ-　．’
：二 三 二

‰r 数 量

限 定

会 場 より も お 得 な

リ ラ ッ ク マ

お 弁 当

ぬ い ぐ る み

セ ッ ト 券

８,０００円 （税込）

手 毬 寿 司 マ グ ネット セ ット

８,８００円 （税込）

丶 气八
一 一 一 一

+卜食 品 サ ンプ ル の

老 舗 イ ワ サ キ・ビ ーア イが

魅 せる 職 人 技 。
「元 禄 八 年 十 一 月

御 菓 子 之 晝 圖 」

虎愚黒川家文書
虎歴文庫蔵

ｉ
吟

ｊ

考

和

ふ
／
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貲
Ｌ
捧

－

Ｗ
・詳 細 は 本 展 公 式 サ イトを ご 覧 く ださ い ，

02023 San-ＸＣｏ.,Ｌtd.AII Rightｓ Ｒｅｓｅrｖed.

○ 関 連 イベ ント ｉ
東 衷 国 立 博物 轤 寛 永 寺

ア クセ ス 上
野
公
一

黠
１
駐

車
場

↑至 鶯 谷

記 念 講 演 会（共 催 :和 食 文化 学 会） 景

時 :11月 ２３日 (木 ･祝 )１３：３０～１５：００(開 場 は 30分 前 )日 ｌ

国 立 科 学 博 物 館 ‥μ 黏
1『
JR.場

国 立 酉 洋美 磚 翊　 Xg‰

゛’‘“‘““`““戈

ｌ

ｌ

ｌ

口

登 壇 者 ：篠 田 謙 一 （臑 立 科学 博勧 館長）

佐 藤 洋 一 郎 （ふ Uの くに地 球環境史lユ ージ アム 館長､和 食文化 学会初代 会畏）

國 府 方 吾 郎 （国 立科学 博約 館 植勧研究 部 多 様性 解析 ･保 全グループ 研究主 幹）

原 田 信 男 （和 食文化 学会 会長 ､目 士 舘大学 名誉教授）

仲 田 雅 博 （大 和字園＊ｽﾋﾞ ﾀﾘﾃｨｰ産 業 振興 センター長 .元 京都詞 理師 専門学 校校長）

交 番

嵋一 一 －－

丶（東 京 ・上 野 公 園 ） 公
一

口

Ｓ至 上 野 動 物・ 丶 上
野
駅
１

くと ﾉ

丶

１
・
Ｉ
Ｉ
’
－
１
１
ト

メ

東 京 文 化 会 句NａtｉｏｎａｌＭｕｓｅｕｍｏｆＮａtｕrｅａｎｄＳｃｉｅｎｃｅ

(ｕｅｎｏＰａrk,Ｔｏｋｙｏ)

〒110-8718東 京 都 台 東 区 上 野 公 園 7-20

JRr上 野 ｣駅 (公 園 口 )か ら 徒 歩 ５分

東 京 メ ト ロ 銀 座 線 ･日 比 谷 線

｢上 野 ｣駅 (７番 出 口 )か ら 徒 歩 10分

京 成 線 ｢京 成 上 野 ｣駅 (正 面 囗 )か ら 徒 歩 10分

*敷 地 内 に 駐 車 場 お よ び 駐 輪 場 はご ざ い ませ ん _

上 野 公 園

和 食 にち な ん だ 演 目 を 披 露 !「科 博 寄 席 ｏｎ和 食 の 日 」 、
ｉ

－－

時 :11月 24日 （金 ）

11:30~12:30、14:００~15:００（開 場 はどちらも30分 前）

日
／

／
／

／
／

正
面
口
ｉ坏 囑出 演 者 :三 遊 亭 右 左 喜 ､三 遊 亭 遊 馬 ほ か

↓至 竃;徙 可

上 記 イベント 共 通 情 報

場
定
参

所 :国 立 科 学 博 物 館 日 本 館 2階 講 堂

員 :１００名

加 費 ：無 料

※た だし 本 展 の チ ヶ ツト〔半 券 可 〕をお 持 ち の 方 に 阻 り ま す ｡※前 日 まで に す で に

本 展 を 鑑 賞 して い る 場 合 は ､当 日 常 設 展 入 鳩 券 を 購 入 す る 必 要 が あ り ま す。

[展 覧会公式サイト ]httpｓ:が ｗaShokｕ2023.ｅｘhibit.jp

[展 覧会公式×(旧Ｔｗittｅr)]＠ｗａｓhokｕ2０23 嚮胴
［お 問 い 合 わ せ ］０５０-5541-８６００（ノ ヽローダ イヤ ル ）ＦＡＸ:03-5814-９８９８

［国 立 科 学 博 物 館 サ イ ト］https://ｗｗｗ.kahakｕ.go.jp

参 加 方 法 :当 日 、先 着 順 で 整 理 券 を 配 布 し ま す 。

※参 加方 法等 の詳 細は本 展公 式サイトをご覧ください。
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